青風荘　　フェイスシート

平成19年　7月　23日　担当：小松美智子　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　田中　正士　　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和17年　3月28日生（63歳）

	
	〒　　　　住　所　八戸市田面木赤坂35－9　青風荘　　　　　　　電話　0178-27-7658

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	変形性脊椎症合併

	
	発症時期
	S54年　9月頃（37歳時）
	罹 患 期 間
	約24年　

	
	入院回数
	4回
	延べ入院年数
	　約　７年４ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　２週　１回）

	医療区分
	国民健康保険
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5000　円
	精神障害　（2級）

	経済状況
	年金
	　障害厚生年金　　2級　　　（月額　10万）　

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	福祉ホーム（青風荘）

	入所年月日
	Ｈ15年　8月11日
	身長
	162cm
	体重
	56.2kg

	最終学歴
	中学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	昭和33年～37年　　北宝建設（株）

昭和37年～45年　　三菱鉱業（株）

昭和45年～47年　　大和コンクリート工業（株）

昭和47年～57年　　岩手ヒューム管工業（株）
	

	保　護　者
	氏　　名　田中　健一　様　　　　　　　　　続柄　兄　（同居　・否）

	利用目的

各種のプログラム等を通じ社会参加を促し、意欲向上と長期入院による社会生活の欠如の回復を図る。



	　　期間　　　　　　　　　　　　　入院、外来等　　　　　　　　　　医療機関名

· S54年　9月　　　　　　　　　　外来・初診　　　　　　　　　　　八戸市民病院

· S55年　1ヶ月　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　八戸市民病院（詳細は不明）

· S59年　1ヶ月　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　（詳細は不明）

· S62年　8日間　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　（詳細は不明）

· H8年　6月～H15年8月　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　青南病院

· H18年　8月11日～現在　　　　外来　　　　　　　　　　　　　　青南病院

	生活歴　

北海道にて出生。中学校卒業後より夕張炭鉱にて炭鉱夫として働き、27歳頃結婚するが1、2年で離婚。30歳前に定年退職して八戸市に移住していた両親の勧めもあり、本人も仕事を辞めて移住している。その後、寮住まいをし、就職をしていたようだが父親の死去後、母親と同居していた。S54年9月22日八戸市民病院初診。S55年、59年、62年に入院加療をしている。（詳細は不明）退院後は外来通院継続。H7年11月に母親が入院後、単身生活となっていたが、2人の妹が度々本人と連絡を取りながら症状の経過をチェックしていた。しかし、H8年6月に入り、電話した際に呂律不良を感じ、母との用件も合わせ本人と共に、市民病院を受診し紹介にて青南病院受診。男の声で「母を殺せ、「自殺」などの幻聴がある事を話し同8日任意入院。H12年減薬時、幻聴・妄想が活発となり他者への易怒的・色情的言動が見られていたが服薬調整にて鎮静化。時折、感情を上手く表出する事が出来ず、イライラ感を訴る事があった。徐々に、訴えは少なくなってきた。H15年5月14日より服薬自己管理7日分導入し忘薬・怠薬は見られていない。保清など身の回りの事については概ね行なう事が出来、時折、単独で八戸市街をバスを利用して定期的に外出できている状態である。H15年8月11日本人、家族同意の上、福祉ホーム青風荘へ入所となり現在に至る。



	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在、主に兄氏が援助の中心で協力的である。冬季以外は月に一度、兄氏の面会あり、外食を兼ねた外出へ出掛けている。本人は障害厚生年金受給。兄氏が年金・緒手続きの管理をしており、月に￥80,000を本人の通帳に入金している。

　


平成　19年　 5月　28日　（月）

	氏　名
	　　　田中　正士　様
	男・女
	生年月日
	　　　S37年　3月　28　日　（63歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 入所生活やデイナイトケアを通じて社会生活の欠如を回復。

· 意欲向上と社会参加


　　　　　　

	これまでの経過（最終評価日　H19年　2月19日）

	荘内では、読書をされたり、ホールにてテレビを観て過ごされている事多いです。必要に応じて他者と交流されています。歩行時、ちょっとした段差につまずいたり、バランスを崩して転倒されている事あります。スタッフの声掛けに対しては、表情硬くし、スタッフの手を振り払うなどの拒否見られています。前回に比べれば状態について教えてくれ、自ら不調についても少しずつ訴えてきています。ただ、転倒した事など自分が言いにくい事は話されずにいます。本人、自己評価、プライドが高くスタッフの援助や指導に対し表情硬くし立ち去ったり、無視したりと聞き入れない事もあります。

身辺整理に関しては、自室に乱雑に床に物を置いています。片付けたのか問うと「最近やったよ。」と話されています。時折、尿失禁みられていますが、その都度、洗濯をしたりされています。

服薬に関しては、自己管理されており問題なく服用されています。

　今後、保護者も高齢となってきている事から、次の保護者について面談を行っていく必要がある。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①自室の定期的な整理整頓が出来ない。（押入れの中が乱雑。床に物を置きっぱなしにしている。）


	1 定期的（土、日）に自室のチェック。（出来ていない場合は、さりげなく声をかける。）

2 必要・不必要な物を分け、物の置き場所を決めるなど整理整頓の方法と習慣を身につける。
	　　 ヶ月

	②歩行状態が不安定。（変形性脊椎症合併）


	1 デイナイトケアの通所時には、付き添い転倒防止に努める。

2 長時間同じ姿勢でいた場合、すぐに行動に移さず、休むように声がけをする。

3 日常生活に支障が出るような痛みがあるようなら、整形外科の受診を行う。
	　　 ヶ月

	③プライド高く、自分が言いにくい事は話さない。（尿失禁・擦り傷や不満など）注意・指導に不機嫌となり、話を聞かない。
	1 状況に合わせて話し掛け、本人の訴え（疼痛、不満など）を聞く場を多く設ける。

2 本人の自尊心をなるべく傷つけないように配慮しながら、身体的・精神的不調に関わる事についてはきちんと確認をしていく。

3 常時観察し変化をみのがさないようにする。


	　　 ヶ月

	4 保護者が高齢となってきている


	1 保護者が高齢となってきている為、面談を設け、今後の保護者について話し合いを行う。


	


プラン計画者　氏名：　小松　美智子

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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